













































































































































































































ヘ ゲ モ ニ ー
が確立す
ると，その政治的管理下で《同化・馴
じゅん
致
ち
》政
策がとられるようになった。このように歴史的
段階によって，先住民対策はしだいに転換して
いったのである。
第二次大戦後，少数民族としての社会的な自
立運動が高まり，それが全世界的な反体制運動
によって後押しされるようになると,《自主・
自己決定》の原則を渋々認めるようになってき
た。
そのきっかけになったのは，60年代後半から
世界的に広がったベトナム反戦運動だった。
1968年に起きたフランスの「五月革命」は，学
生運動と労働運動が結びついた大ゼネストに発
展し，ドゴール政権を議会解散まで追い込んだ。
この蜂起は，世界の若者たちに大きい衝撃を与
えた。
アメリカ合衆国では国論を二分する大運動と
なったが，その数年の間に，黒人を中心に人種
差別反対闘争が急激に高揚した。それに触発さ
れたかたちで，長年にわたる抑圧と差別を告発
する先住民の闘いが開始された。
そのようにして，1970年代に入ると,「先住
民差別に対する歴史的告発」が相次いで各国で
なされた。先住民問題が初めて，全世界的に浮
上してきたのである。
国連の54の理事国で構成される経済社会理事
会において，各国の先住民に対する〈抑圧〉と
〈差別〉の実態が，緊急に解決すべき課題とし
て取り上げられるようになった。
しかし，先住民問題の歴史的解明を提起した
各国の運動団体を除けば，先住民差別の問題は，
世界の辺境で起きている周縁的な政治的事件に
すぎないとみる風潮がまだ一般的だった。
1993年「第一回先住民サミット」
その状況が急転換したのは，90年代に入って
からである。
バルセロナ・オリンピックの開催年であった
1992年は，コロンブスの新大陸発見から500年
目だった。スペイン女王イザベル一世の援助を
受けたコロンブスが，インドを目指して未知の
大西洋へ船出したのは1492年だった。それを記
念して，スペインを中心に,「新大陸発見500年」
を盛大に祝う祭典が提唱された。
だが，長年植民地とされてきた中南米諸国で
は，その提案に激しく反対した。それに抗議す
る「先住民・黒人・民衆の抵抗の500年」キャ
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ンペーンが，各国の先住民の間で大々的に繰り
広げられた。コロンブスは，多くの民衆に苦難
と抑圧をもたらしたインベーダーのリーダーに
すぎない，新大陸を発見したのはわれわれ先住
民の先祖であってそれは３万年も前だと，先住
民の運動団体は断固反対の旗を高く掲げた。
国連総会では,「新大陸発見500年」記念行事
は，僅か５票の賛成票で否決された。そしてラ
テンアメリカ・アフリカの諸国を中心に,「世
界先住民の国際年」が逆提案されて，それが圧
倒的多数で可決された。
翌93年には，その運動のリーダーのひとりだ
ったグアテマラのマヤ系キチュ族の女性リゴベ
ルタ・メンチュー・トゥムがノーベル平和賞を
受賞した。彼女の呼びかけで，93年５月にグア
テマラで「第一回先住民サミット」が開催され
た。
世界各地の先住民の代表が，初めて一堂に会
したのである。その記念すべき第一回サミット
は，日本の新聞やＴＶでも大きく報じられた。
その年に開催された世界人権会議で採決され
たウイーン宣言によって，1995年から2005年ま
でを「世界の先住民の国際10年」とすることが
決議された。
わが国でも，国連で定められた93年の「世界
先住民の国際年」をきっかけにして，新聞・雑
誌などのジャーナリズム，ＮＨＫをはじめとし
たＴＶ報道で何回か大きい特集が組まれた。
この日本列島では，先住民族問題といえば
「アイヌ」であり，それと関連したところで
「琉球」の問題も話題になった｡「蝦夷｣→｢ア
イヌ」と連なる民族的系譜の問題は，70年代か
ら人類学・古代史学・歴史民俗学の領域で注目
されていたが，90年代に入って一段とヒートア
ップした。
２ 先住民をめぐる自然と文化
先住民文化の基層にあるもの
ＮＨＫは「アイヌの歴史と文化」を中心に，
三回にわたる特集を93年に組んだ。そのうちの
一回は,「アイヌモシリ」と題して放映された。
大自然と共に生きてきたアイヌの伝統文化を，
丹念なカメラ・ワークで描いた意欲的な作品だ
った。
大自然の神々を讃え，アニミズムで生きるア
イヌの壮大な宇宙観・世界観を垣
かい
間
ま
見ようとす
る企画である｡「カムイモシリ」は「神の国」
であるが，アイヌモシリは「人間の国・大地」
を指した。
ずっとアイヌ語で口承されてきた叙事詩『ユ
ーカラ』を中心に，アイヌの歴史民俗誌も特集
された。現在数多く残っているアイヌ語地名に
ついても，その由来が映像で詳しく紹介された。
伝来のリズムで口承されてきたアイヌの神謡
集も，戦後すぐの頃に古老たちによって録音さ
れたレコードが発見されて，今回初めて放送さ
れた。そのなんとなく神さびたようなリズミカ
ルな歌声は，まだ私の耳に残っている。
オーストラリアの先住民「アボリジニ」の歴
史，彼らの先祖が遺した素晴らしい絵画や音楽
が大きく取り上げられたのもこの年であった。
彼らが住んできた自然環境とそこで育まれてき
た民俗や信仰 それらを改めて注視しようと
いう積極的な立場から，これまであまり紹介さ
れなかった映像が歴史的ドキュメントとして特
集されたのである。
先住民の文化の基層には，独特の死生観と呪
術儀礼を持つアニミズムがあった。大自然は生
命ある有機体であり，自然の神々が森羅万象を
動かし，ヒトもその自然の一部とみる思想であ
る。ヒトは，この大自然という生きている有機
体のごく一部にすぎないのだ。
自然と共生し，平等と相互扶助の原理で生き
てきた先住民の共同体
コミュニティ
には，私的所有や権力支
配の思想は自生しなかった。したがって，私有
物をいちいち管理するための権力的な管理機構
や文字による文書を必要としなかったのだ。山
野も共同体所有であり，河川や海での漁労権も
特定の個人の権利ではなかった。そのまま同一
の次元で論じることはできないとしても，その
ことはこの列島の縄文文化についても言える。
アニミズム・シャーマニズム・トーテミズム
このように大自然を畏
い
怖
ふ
する〈アニミズム，
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神々とヒトとの交流をはかる〈シャーマニズ
ム，そして神話時代からの〈トーテミズム〉
この三つの呪術的思想体系に基づいて，先
住民はすぐれた土器や石造物だけではなく，絵
画・彫刻・音楽・舞踊などで注目すべき業績を
残してきたのであった。
今日では，先住民の文化とそのアニミズム思
想は，人類文化の源流として見直されるように
なった。彼らの造形芸術も改めて高く評価され，
そのすばらしいデザインと形象力は，今ではポ
スト・モダンのあり方を示唆するものとして脚
光を浴びつつある。
カナダ・アメリカ・メキシコ，そしてオース
トラリアやニュージーランドの博物館を訪れて
も，展示物は考古学資料をはじめ先住民族にか
かわるものばかりだ。たかだか数百年の歴史し
かない侵略者の側には，伝統文化として展示で
きるものは何もない。
70年代から80年代にかけて，先住民族の歴史
・宗教・文化についての研究も急速に進んだ。
文化人類学のＢ・Ｋ・マリノフスキー，構造人
類学のＣ・レヴィ＝ストロースなどの著作が，
特に若い世代の間でよく読まれ，わが国でもベ
ストセラーとなって論壇を賑わした。
そのような流れの中で，鳥居龍蔵・喜田貞吉
・南方熊楠・柳田國男・折口信夫など，近代日
本の人類学・民族学・歴史民俗学を立ち上げた
先駆者たちの諸労作が改めて読み直された。そ
の全集類が，いずれも際立った売れ行きをみせ
たのは，68年からのベトナム反戦運動の高揚期
に入ってからである。
特に注目されるようになったのは，柳田・喜
田・折口の歴史民俗学である。卑俗で価値なき
ものとしてそれまで歴史の闇の中に埋め込まれ
てきた「賤民」系文化，この列島の各地にみら
れた遊芸民・漂泊民などの民俗が，大きく見直
されるきっかけになったのは，彼らの開拓者的
研究であった。
予定調和的な進歩史観の崩壊
70年代に入ると，戦後復興を主導してきた高
度経済成長にカゲリが見え始めた。そして，こ
の地球における自然生態系を重視するエコロジ
ー派が，社会の最前線に登場してきた。
科学技術の発展と社会的生産力の上昇によっ
て，人類の未来をバラ色で描いてきた楽観的な
「近代化」論は，しだいに論壇の首座から滑り
落ちていった。
50年代～60年代にかけては，マルクス主義に
基づく唯物史観の全盛時代だった｡〈未開→
半開→文明〉という歴史進歩の普遍的な法
則性を，歴史資料に基づいて各地域で実証して
みせることが，歴史学の主要な任務とされてき
た。その方法論のキーワードは,「生産力」と
「生産諸関係」であった。その両者の間でしだ
いに増大する矛盾が，社会発展の推力であると
みなされてきたのである。
しかし，そんな予定調和的な安易な図式では，
この人類史の行方を見定められないことが，し
だいにはっきりしてきた。
そもそもわれわれ人類にとって,「生きてい
く上で根源的な生産力」とは一体何なのか
そのこと自体が問われるようになった。
「生産諸関係」にしても，19世紀の西洋社会
でマルクスが実際に見てきたそれと，ＩＴ革命
が押し進める現代の情報社会とでは，同一次元
では論じられない。情報の収集・伝達の方式が
根本的に変化し，それに基づいて分業のシステ
ムも管理の方式も違ってきたのだ。したがって，
権力支配の構造も変化している。
高度成長による「大衆消費社会」と電子メデ
ィアによる新しい「情報社会」の到来は，決し
てバラ色の未来ではなく，正と負の両側面から
とらえねばならないことも分かったきた。
これらの問題群については，私も60年代後半
からいくつか論考を書いて積極的に発言してき
た。それらは「自然―人間〉系と近代工業文
明」の副題で,『近代の崩壊と人類史の未来』
(1980年，日本評論社）にまとめてあるので，
ここでは立ち入らない。
先進文明社会になればなるほど，自然環境が
破壊され，社会秩序も乱れ，人間関係もバラバ
ラになってくる そのことは各国の統計的数
近代史における「先住民」問題 163
値の国際的比較からみても明らかであって，現
代日本でわれわれが体感しているところだ。
学校で学ぶ若者も，少数の「デキル者」と多
数の「デキナイ者」に偏差値で輪切りにされ，
出世するかどうかは小学校時代で早々と決まっ
てしまう。その結果,「その他大勢」の中に括
られた若者たちは，生きていく目標と同世代と
してのアイデンティティを見失ってしまう。
ごく少数のエリートによる管理社会の中で，
目標を持てなくなった「その他大勢」は，投げ
やりの人生に身を任せることになる。一握りの
エリート層にしても，５年後，10年後にどうな
っているか全く先が読めない。今われわれがみ
ている日本社会は，まさにこのように人間関係
がズタズタにされる道筋をまっしぐらに走って
いる。
ラテンアメリカで活動していたイワン・イリ
イチの本が，文明諸国でベストセラーになった
のも70年代であった。イリイチは「脱学校の社
会」｢文明からの自由の奪回」を唱えて，近代
西洋文明が産みだした学校教育制度の根本的な
見直しを提唱した。そういう問題意識は，当然
の事ながら,「人間は何を目指して，どのよう
に生きればよいのか」という根源的な問いかけ
に連なる。
そして，そのような課題を体系的に明らかに
するためには,〈未開〉とされていた頃の，自
然と共生してきたヒトの生の営みまで遡って，
人類史の総体を根本から見直さねばならないと
いう新しい研究視角を産み出した。
つまり，戦後の「近代化」論と「社会進歩」
論の全盛の頃には，とても考えられなかった尖
鋭な問題群が次々に浮上してきたのである。
「ポスト・モダン」と学術研究の革新
80年代に入る頃には,《ポスト・モダン》が
ますます声高に叫ばれるようになった｡〈自然
〈風土〈地域〈周縁〈底辺〈辺境〈土俗〉
などが，新しい時代状況を表すキー・ワードに
なってきた。市民社会論に圧倒されてカゲをひ
そめていた〈共同体〉論も，新しい装いのもと
で復権してきた。わが国の論壇でも，このよう
な大転換期に遭遇して，次々に新しい思想家が
紹介されてジャーナリズムを賑わした。
Ｍ・フーコーは，身体・生命・性を管理する
近代国家の「生に関する権力」の問題を鋭く提
起したが，その著作も広く読まれた。社会の隅々
まで張り巡らされた数多くの権力関係の分析か
ら，これまでマルクス主義が主導してきた〈支
配―服従〉というおおざっぱな権力論を批判し，
それを乗り越える新しい視座を精緻に解明して
みせた。
民衆の生活史を基底において，さまざまな集
団心性の研究による歴史叙述の新しい方法を唱
えたのは，フェルナン・ブローデルらの「アナ
ール学派」だった。衣食住・民間信仰などの習
俗と芸術作品の分析を通じて，民衆社会の心性
・想像力・集合的記憶をつかみだすことを強調
した。歴史学・人類学・民族誌
エスノグラフィ
・民俗学など
の諸科学を統合して,「表層の事件史」ではな
くて,「精神史の深層」を全体的に捉える歴史
記述への転換を提唱したのであった。
人類史における「言語」の問題の重要性も改
めて強調された。すでに古典になっていた20世
紀初頭のＦ・ソシュールの著作が読み直された。
構造主義や記号論による新しい方法論がもては
やされて，難解なＮ・チョムスキーの生成文法
理論がよく読まれたのもその頃であった。
未開社会の神話や親族組織の研究を通じて，
西欧近代思想の根本的な見直しと，西洋中心の
人間観
ヒューマニズム
を痛烈に批判したレヴィ＝ストロース
の構造人類学も大きい反響を呼んだ。
特に『悲しき熱帯』(1959年）と『野生の思
考』(1962年）は70年代に入ってからさらに版
を重ね，自然とヒトの根源的な結びつきについ
ての，新しい文明論的な省察として学術研究の
諸分野に大きい影響を与えた。
来日した彼の講演記録は，各紙でも大きく報
じられ，総合雑誌の特集も二，三にとどまらな
かった。そのブームは，大戦直後のＪ・Ｐ・サ
ルトルの実存主義の流行を上回る勢いだった。
このような思想的風潮が，70年代から80年代
にかけて，ジャーナリズムでも主流を占めるよ
うになった。それはまさに〈戦後思想の大転換〉
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と呼べるような画期的な動きだった。その流れ
の中で〈先住民族の歴史と文化〉が学問的にも
大きく浮上してきたのである。
３ 新しい文明モデルと先住民の文化
帝国主義大国と「国民」国家
近代の諸国家は，帝国主義的列強の政治的取
引によって成立したことはよく知られている。
すなわち，20世紀前半では，地球の半分は世界
列強の植民地とされ，その残りの部分は，大国
の経済的利害関係を基本にした従属国家群とし
て編成された。
特に第三世界と呼ばれていた非工業文明地域
では，そこに住んでいる人たちの意志を無視し
て，強引に国境が線引きされた。
そのような列強の主導下で，さまざまの歴史
と文化を持つ諸民族を，一つの「国 民
ネーション
」国家
ステート
に無理矢理に統合し，あるいは乱暴に分割して
きたのである。そのようにして成立した近代政
治システムそのものが，21世紀に入って再び世
界を動乱に巻き込み，新たな宗教戦争を引き起
こす要因となった。
今日のアフガニスタンやイラクで起きている
政治的・宗教的争乱の淵源は，少し遡ってみれ
ば，このような西洋列強による19世紀からの強
引な線引きにあった。長い歴史のある部族社会
の宗教的伝統や諸民族の文化を無視して，大国
の利害関係にもとづいて無理矢理になされた
「国割り」が，今日の惨状と悲劇をもたらす大
きな原因となった。
そして今日の国連総会の決議を無視したブッ
シュ政権の単独行動主義（ユニラテラリズム）
は，超「帝国」主義的動きをみせ始めている。
19世紀末からの近代世界システムを解体して，
アメリカ「帝国」の意のままに再編しようとす
る危険な動きである。世界人口の三分の一を占
めるイスラム勢力全体を敵に回して，多くの無
む
辜
こ
の民を殺戮する問答無用の軍事路線は，再び
この地球を戦争の泥沼に引きずり込むだろう。
帝国主義的大国によって造られた近代国家の
枠組みの中では，すでにみたように，先住民の
歴史的な地位やその伝統文化が正当に評価され
て，その活動の場が保証されることはなかった。
いや，先住民だけではない。少数派の部族や
宗教各派の小宗派
セ ク ト
，各地を放浪した移民集団や
非定住の漂泊民も，すべてマイノリティとみな
されて，その政治的主権は認められなかった。
その人たちの積もり積もった憤懣が，地の底か
ら噴き上げてきたのだ。長い歴史の過程で形成
されてきた「民族」の怨念は，百年や二百年で
消え去ることはない。
ラテンアメリカにおける先住民の民族解放闘
争も，15世紀末の大航海時代からのスペイン・
ポルトガルによる植民地支配に淵源がある。メ
キシコのサパティスタ民族解放軍やフジモリ前
大統領によって抑圧されたペルーのトゥパク・
アマル革命運動をはじめ，南米大陸の諸国の解
放運動の過激さは，大国による「先住民の血と
文化の絶滅」政策の裏返しである。
侵入者の絶滅政策によって，生と死のギリギ
リのところに追い込まれたとき，どのように対
処するか。存在そのものを抹殺しようとする相
手の仕打ちに対しては,「目には目を，歯には
歯を」で対抗する外はない，そのことは，3700
年前にメソポタミアのバビロン王朝で作られた
『ハムラビ法典』に明記されている。
そのメソポタミアは，今のイラクを中心にイ
ランとシリアの一部を含む地域である。そのチ
グリス・ユーフラテス河の流域は，人類文明が
最初に開花した世界四大文明の一つであった。
８世紀から西アジアの商業交通の中心地として
栄え,『アラビアン・ナイト』でよく知られた
古都バクダッドも，今や空爆によって破壊され
て荒涼たる戦地になりつつある。
21世紀における尖鋭な問いかけ
80年代から90年代にかけて，各地で展開され
ていた先住民族の抵抗運動も相次いでＴＶで放
映された。
マレーシア領のボルネオ島の漂泊の山民プナ
ン族，アマゾン奥地に住むインディオたちの熱
帯雨林を守る闘い。さらにアメリカ合衆国のネ
バダでの核実験に抗議し，祖先の土地の返還を
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訴えるアメリカ先住民の小部族の闘い 。
それらを観て，日本でもみな改めて目を見張
った。私もそれらの映像を大学の講義で何回も
活用させてもらった。(この稿に列挙したＴＶ
の映像は，すべて本学の視聴覚教室ライブラリ
ーに教材として保存されている｡）
洞窟の岩に描かれた何万年も前の壁画，地母
神に祈るシャーマンの姿，地鳴りのような掛け
声とそれを囃
はや
し立てる古楽器，古代から連綿と
続いている自然採取の習俗 学生たちは最初
は好奇の目で観ていたが，やがて息を呑んで凝
視していた。その映像が映し出したのは，自然
生態系の危機と民族の生存根拠
アイデンティティ
をめぐって展開
される，まさに21世紀的な尖鋭な問いかけであ
った。
グローバリゼーションの時代に入って，先住
民の伝統文化の残影はいよいよ目立たなくなっ
た。その地域の自然環境を土台にして産まれて
きた文化や民俗は，一度消えてしまうと，その
再生はむつかしい。いや，不可能と言った方が
正確だろう。
大自然に依拠した先住諸民族のアニミズム，
それを基盤とした文化や民俗が再評価されたと
しても,《新しい文明モデル》として再び登場
してくることはもはやありえない。歴史は不可
逆である。
私も1970年代から，インドのデカン高原の先
住民族をはじめ，ボルネオ島のダヤク族，スマ
トラ島のバタック族，ニアス島のニアス族，ス
ラウェシ島のトラジャ族など，先住民族の土地
を何回も訪れていろいろ学んできた。そのたび
にレポートを書いてきたが，その一部は『天皇
の国・賤民の国』(1991年，弘文堂),『インド
ネシアの寅さん』(1998年，岩波書店）に収録
してある。
訪れるたびに在地の状況は変貌していく。例
えばスラウェシ島のトラジャ地方は，1000メー
トル級の高地にあって，古くからの港湾都市・
マカッサルから車で８時間はかかる。25年前に
訪れた時は日本へはもちろんのこと，マカッサ
ルへの電話も通じなかった。それが今ではイン
ターネット・カフェがトラジャ族の町のあちこ
ちにあり，金持ち階級が持っているケイタイで
首都ジャカルタまですぐつながるのが実状だ。
グロバリゼーションの波は，南太平洋の島々の
奥地まで確実に押し寄せてきている。古老たち
が信じているアニミズム的信仰も，しだいに化
石化しつつある。
しかし，先住民の先祖たちが，今なお地下か
ら発信している鋭い問いかけは，今後の人類が
生きていく新文明構想の中に組み込まれていか
ねばならない。自然と共に生きてきた彼らの生
活様式と自然信仰が，近代文明の病弊を照らし
だす鏡として，改めて見直されるときがやって
くることは間違いない。その地平から,《文明
の近代化作用》の総体をもう一度問い直さねば
ならない。そのように私は考えている。
グロバリゼーションの時代に入って
このような時代の趨勢に応じて，カナダ・ア
メリカ・メキシコ・オーストラリア・ニュージ
ーランドなどでは，これまでの先住民対策の根
本的な見直しが緊急の課題となっている。
その一例としてカナダの場合をみてみよう。
カナダでは「インディアン問題・北方開発」省
が設けられていたが，2002年６月に同省から
「先住民統治法」(First Nations Government
Act）が下院に提出された。1876年に制定され
た「インディアン法」が現行法であるが，その
全面的な改正案が出されたのである。保留地の
内外に住む先住民のコミュニティに，正式に自
治権を認めるという新提案である。
そう言えば聞こえはよいが，何百年も前に定
められた「保留地」は，実際は「囲まれた檻」
だった。その保留地の自治単位であるバンドに，
政治的自治権を認めて，国の立法過程に参加さ
せるというのだ。それとともにこの改正案には，
経済活動を活性化させるための財政的措置が盛
り込まれていた。
しかし，法案提出から12年を経過した今日で
も，この法案は継続審議中である。先住民コミ
ュニティのリーダーたちの全国組織である先住
民協議会は，歴史的な総括が不十分であるとし
て批判的立場をとっている。
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この法案では，先住民が自然と共生してきた
固有の生活権，数千年にわたって生活文化の分
野で獲得し積み重ねてきた自前の権利，すなわ
ち,《先住民権》がはっきり規定されていない
というのが主な対立点である。
国連では2000年に，経済社会理事会の諮問機
関として「先住民族問題に関する恒久フォーラ
ム」の設置が定められた。その主要なテーマは,
「経済・社会開発｣,「政治参加｣,「文化・教育
の発展｣,「自然・社会環境問題｣，そして「人
権と差別」であった。
その第一回が2003年５月に開かれたが，世界
各国から先住民族の代表約1000人がオブザーバ
ーとして参加した。各国の政府代表は，それぞ
れの国の先住民の意志をきっちりと汲み上げて
いない者が多かった。国益を代弁するだけで，
先住民の歴史と文化を勉強していない官僚では，
とてもその役目は勤まらない。したがって，会
議の成果はそれほどあがっていない。すべてこ
れからの課題である。
４ 日本列島の先住民・蝦夷をめぐって
「まつろわぬ民」蝦夷
この日本では先住民問題はどうなっているの
か。
私は80年代から,「日 本
ジャパノロジー
」論の基底には
「日本民族の源流」論が置かれねばならないこ
とを繰り返し強調してきた。そのためには，北
東アジアから東南アジアまでを視圏に入れた新
しい視座からの自然人類学的研究が不可欠であ
る。
私なりの試みとして，数系列から成る日本民
族の一つである「隼人」の文化を調べてきた。
彼らは黒潮に乗って南九州にやってきた先住民
族であるが，その問題については『竹の民俗誌』
(1991年，岩波新書),『瀬戸内の民俗誌』(1999
年，同）で述べてきた。
さて，古代の「蝦夷」が，今日のアイヌに連
なることが自然人類学的研究によっても明らか
になってきた。すなわち，度重なる政治的抑圧
と文化的変容を経ながら，東日本を中心とした
〈縄文人→蝦夷→アイヌ〉という系譜は，いく
つかの源流から成る日本民族の形成史の中でも，
最も重要なエスニック・グループである。
古墳時代に入ると,「蝦夷」の土地は，畿内
を本拠地とする「倭」人に侵攻され始めた。千
数百年も遡る有史以前の時代である。
彼らは，最初は漢字では「毛人」と表記され
ていた。その語源については諸説があるが，ヤ
マト王朝の律令支配体制が始まる７世紀中期に
入ると,「蝦夷」の字が当てられてエミシと読
まれた。エゾと呼ばれるようになったのは平安
期に入ってからである。
大陸の漢民族の歴史書を学んだヤマト王朝は，
自らを「中華」に擬して，東方に住む〈まつろ
わぬ民〉を「夷
えびす
」とみなした｡『古事記』『日本
書紀』『風土記』で繰り返し出てくるように，
この列島の各地にいた先住民を「夷人雑類」と
呼んで蔑視し,「王化に染
したが
う」ことを強制した。
抵抗する先住民の中でも，最大の集団が蝦夷
だった。ヤマト王権は支配下の豪族に命じて，
服従しない「蝦夷」を征討するための軍を編成
した。特別に令外の官としてそれを率いる「征
夷大将軍」を任命し，大軍を次々に派遣した。
しかし，今日ではよく知られているように，
この列島の東部にいた蝦夷の先祖たちは，およ
そ一万年ほど続いた縄文時代において，この列
島でも最もすぐれた文化を創造してきたのであ
った。
例えば青森市の河岸段丘上で発見された「三
内丸山遺跡」である。約五千年前の縄文前・中
期の多くの土壙
こう
墓を伴った大規模集落であり，
当時の自然採取の営みの文化的な高さを物語る
遺物が数多く検出された。
もう一つ例示しておくならば，東北地方から
北海道南部にかけてみられる「亀ヶ岡文化」で
あろう。縄文晩期の亀ヶ岡土器に代表されるが，
豊富なデザインと数多くの器種をもつ土偶類，
そして石棒・石刀をはじめとする精妙な数多く
の石製品が発掘されている。この亀ケ丘文化の
一部は，遠く九州まで分布している。いずれも
縄文中期以降のアニミズムに基づく呪術的儀礼
を象形化した逸品で，この列島の縄文文化の粋
とされている。
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「熟蝦夷」と「荒蝦夷」
蝦夷と呼ばれた人たちは，このようなすばら
しい文化を遺した先住民であったが，倭王権は
彼らを農耕を行わない野蛮な狩猟民とみなし,
「異俗・異相」の民として蔑視した。そして，
ヤマト王朝の権威に服した者は「熟蝦夷
にきえみし
」と呼
び，あくまで抵抗を続ける者は「荒蝦夷」と呼
んで区別した。
『日本書紀』の斉明紀５（659）年７月３日
の条によれば，蝦夷を三種に分けていたことが
分かる。この年に遣唐使が派遣されたが，当時
の唐の都の洛陽まで連れて行った二人の蝦夷を，
わざわざ唐国の天子に謁見させている。もちろ
ん，化外の民を手なづけていることを誇示する
ためのパフォーマンスである。そのときの会見
の様子を伊吉連
いきのむらじ
博徳
はかとこ
が記録していたのである。
これは1350年前の貴重な外交関係資料であって，
確実な史実とみられている。
伊吉氏は壱岐氏とも表記したが，もともと壱
岐国の地名に基づいている｡『新撰姓氏録』の
「左京諸蕃上」には長安の出自とあり，明らか
に渡来系の氏族であった。８世紀に入ると，こ
の一族から唐・新羅・高麗への外交官を出して
いて，主として外交実務とその記録に従事した
氏族としてよく知られていた。以下が残された
記録の要点である。
天子問ひて曰く,「此等の蝦夷の国は，い
づれの方有るぞや｣。使人謹みて「国は東北
に有り」とまうす。天子問ひて曰く,「蝦夷
は幾種類ぞや｣。使人謹みて「類三種有り。
遠き者をば都
つ
加
か
留
る
と名
なづ
け，次の者をば麁蝦夷
あらえみし
と名け，近き者をば熟
にき
蝦夷と名く。今此は熟
蝦夷なり。歳毎に，本国の朝
やまとのくにみかど
に入り貢る」
とまうす。
天子問ひて曰く,「その国に五穀有りや」
とのたまふ。使人謹みて「無し。肉
しし
を食ひて
在活
わ た ら
ふ」とまうす。天子問ひて曰く,「国に
屋舎
や か ず
有りや｣。使人謹みて「無し。深山の中
にして，樹の本に止住
す
む」とまうす。天子重
ねて曰く,「朕
われ
，蝦夷の身 面
むくろかお
の異なるを見て，
極理
きわまり
りて喜び怪しむ」
これを読めば，当時のヤマト王朝は,「都加
留」｢麁蝦夷」｢熟蝦夷」の三種類に分類してい
たことが分かる。身体と容貌が異様なので唐の
天子が驚いたというのだが，この記事内容につ
いては改めて後述する。
（このような呼称は，明治政府が台湾を植民
地としたあとでも用いられた。すなわち，当時
高砂族と呼ばれていた高地の先住民を「熟蕃」
と「生蕃」に呼び分けて区別した。帰順して大
日本帝国の臣民に編戸された者は熟蕃と呼ばれ
た。この「蕃」は古代から用いられていたが，
野蛮を意味した。屈強な若者たちは日本軍に徴
兵されて動員され，ニューギニアやルソン山地
での山獄戦で尖兵として使役されたが，軍隊内
では「高砂族」として差別された｡）
ヤマト王朝の「蝦夷」観
ところで，ヤマト王権の支配者たちは，蝦夷
をどのような異俗を持つ集団と認識していたの
か。ここでは二つの史料を引用しておく。
一つは『日本書紀』の景行紀40年７月条で，
よく引用される史料である。東国の蝦夷が急に
騒ぎ出したので，九州の「熊襲」征伐から帰っ
てきたヤマトタケルを再び蝦夷討伐に向かわせ
る。そのときに景行天皇が，蝦夷についての最
新の情報を次のようにヤマトタケルに伝えた。
朕
われ
聞く，其
か
の東の夷
ひな
は，識性暴
たましひあら
び強
こは
し。
凌
しのぎを
犯
をかすこと
を宗とす。村
ふれ
に 長
ひとごのかみ
無く，邑
むら
に
首勿
おびとな
し。各封堺
おのおのさかひ
を貪りて，並に相盗
か
略
す
む。
亦
また
山に邪しき神有り。郊
のら
に姦
かだま
しき鬼有り。衢
ちまた
に遮り徑
みち
を塞ぐ。多
さは
に人を苦びしむ。其の東
の夷の中に，蝦夷は是尤
はなは
だ強し。男 女
おのこめのこ
交
り居りて，父子
か ぞ こ
別
わきだめ
無し。冬は穴に宿
ね
，夏は
樔
す
に住む。毛を衣
し
き血を飲みて，昆 弟
このかみおとと
相
疑ふ。山に登ること飛ぶ禽
とり
の如く，草を行
はし
る
こと走
に
ぐる獣の如し。恩を承
う
けては忘る。怨
あた
を見ては必ず報ゆ。是
ここ
を以て，箭
や
を頭髻
たきふさ
に蔵
かく
し，刀を衣の中に佩
は
く。或いは黨類
ともがら
を聚
あつ
めて，
邊堺
ほ と り
を犯す。或いは農 桑
なりはいのとき
を伺ひて人 民
おおみたから
を略
かす
む。撃てば草に隠る。追へば山に入る。
故，往古
いにしへ
より以来
このかた
，未だ王 化
みおもぶけ
に染
したが
はず。
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『記』『紀』に出てくる崇神天皇から景行天
皇にかけての時代は，畿内にあったヤマトの権
勢が東北から九州まで拡張した時代である。も
ちろん，ここで語られているヤマトタケルにま
つわる伝承は史実ではない。だが，四世紀後半
の頃に，大規模な東北遠征軍を派遣して，蝦夷
の土地への侵攻を開始したことは事実とみられ
る。
ここで景行天皇の発言として記されている蝦
夷の実態は，わざと誇張して書かれている。王
化に従わぬ異族であることを際立たせるために，
父子や男女の区別もつかぬ野獣のような野蛮の
民で，山野に鬼神を祭っていると強調している。
もちろん政治的作為で文飾されているのだが,
『記』『紀』の編纂が開始された７世紀末ごろ
のヤマト王朝の支配層の間では，このような異
族観がまことしやかに語り伝えられていたのだ
ろう。それが投影されているのだろう。
人面獣心の羅刹とされた蝦夷
もう一つ紹介しておくが，それは平安初期の
稀代の秀才とされた空海の詩である。空海全集
（筑摩書房版）第一巻の『野陸州に贈る歌』で
ある。
この歌は空海が陸奥守に任ぜられた友人の小
野朝臣
あ そ ん
岑守
みねもり
に贈った詩である。小野氏は近江国
滋賀郡小野村を本拠とした豪族であるが，一族
から蝦夷や隼人を鎮定する将軍を多く出してい
る。
さて，空海の詩だが，蝦夷について次のよう
に記述されている。そこにみられるのは，先の
景行紀と同じく蝦夷についての過激な描写であ
る。空海は冒頭から，彼らを「戎
じゅう
狄
てき
」と呼ん
でいる。中国大陸の漢民族は自らが「中華」で
あり,「中華」の境外に住む野蛮な異族を「東
夷・西戎・南蛮・北狄」と呼んだ。空海の蝦夷
観は，次の表現に示されている。
田せず衣せず 糜
び
鹿
ろく
を逐
お
ひ
晦
かい
も糜
な
く明も糜く 山谷に遊ぶ
羅
ら
刹
せつ
の流にして 人の儔
ともがら
に非
あら
ず
時
じ
時
じ
人の村里に来往し
千万の人と牛とを殺食す
北辺に住む蝦夷を，空海は羅刹（＝悪鬼）と
呼んでいる。農耕もせず，衣類も身につけず，
明けても暮れても鹿などの獣を追って彼らは山
谷に遊んでいる。彼らはまさに鬼の類であって，
人間の仲間ではないと決めつける。
「羅刹」は，サンスクリット語の漢訳で，人
間の肉を食って生きている凶暴な悪鬼である。
千万の人と牛を殺したというが果たしてそうか。
先祖代々住んできた故郷を蹂
じゅう
躙
りん
され，その土
地を奪われ，多くの仲間が殺されたのは蝦夷と
呼ばれた人びとではないのか。
彼らは野蛮きわまりない「戎狄」として描か
れているが，これと同じ描写は卷第三『伴按察
平章事の陸府に赴くに贈る詩』にもみられる。
そこでは空海は，蝦夷は「人面獣心にして，
朝貢を肯
がへん
ぜず」と述べている。そして彼らを
「犲
さい
心
しん
蜂
ほう
性
せい
」と呼ぶ。つまり，蝦夷は，野にあ
る狼の心と蜂の毒針のように人を刺す性
さが
を持っ
ている。見た目には人間であるが，その心は獣
であると言うのだ。人間を描写するのに，これ
以上の罵
ば
詈
り
讒
ざん
謗
ぼう
はないだろう。
804年から唐で二年間学んだ空海は，日本仏
教史上でも古今東西の典籍に通じた稀代の秀才
であった。その空海にしても，このような蝦夷
観を持っていたのである。
その風俗や生活に関する実態的描写は，空海
得意の文飾でもって，多分に誇張されているだ
ろう。だが，文化・民俗が異なる蝦夷も，同じ
人間である。もちろん空海も，そんなことはよ
く知っていた｡
「四姓平等」｢一切衆生平等往生」という大
乗教の教説を学んでいた高僧が，このような
「人面獣心」という表現を用いたこと自体が改
めて問われなければならない。やはりヤマト王
朝の為政者たちと共通した政治理念を持ってい
たのであろう。
「アイヌ民族に関する法律」案
古代の蝦夷から今日のアイヌへと連なる先住
民の闘いは，近世に入っても続いた。1699年の
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「シャクシャインの反乱」では，彼に率いられ
た2000余名が北海道日高地方で蜂起した。最後
の闘いは，1789年の「クナシリ・メナシの争乱」
だった。ヤマト王朝創始期からみると，実に千
二百有余年にわたって，断続してはいたが，果
敢な抵抗運動が繰り返されたのであった。
よく知られているように，近世の時代に入っ
ても，幕府の長は「征夷大将軍」を名乗った｡
「蝦夷」の勢力が軍事力によって徹底的に抑圧
された後でも，それは武士の頭領に冠せられる
名誉ある職名だった。ヤマト朝廷がその官名を
廃止しなかったのは，かつて巨大な潜勢力をそ
の文化的背景としてもっていたエミシについて
の歴史的記憶が，ずっと消えなかったからであ
ろうか。
明治維新政府は，北海道を「皇国ノ北門」と
称して，在地アイヌ民族の徹底的な管理・同化
政策に乗り出した。そして創氏改名と日本語の
使用を強制した。さらに伝来の民俗慣習をすべ
て「旧来の陋
ろう
習
しゅう
」として禁止した。
そして農民化政策を強行したが，アイヌの土
地所有権を認めず，全道の土地を官有地に編入
し，和人移住民に有利になるように払い下げし
た。そのような過程を経て制定されたのが，
1899（明治32）年の「北海道旧土人保護法」で
あった。
その前後の状況については，1984年にウタリ
協会が採択した，次の「アイヌ民族に関する法
律案」で明らかにされている。
その前文で,「日本国に国有の文化を持った
アイヌ民族が存在することを認め，日本国憲法
のもとに民族の誇りが尊重され，民族の権利が
保障されることを目的とする」と述べている。
そして「本法を制定する理由」として次のよう
に宣言する。
北海道，樺太，千島列島をアイヌシモリ
（アイヌの住む大地）として，国有の言語と
文化を持ち，共通の経済生活を営み，独自の
歴史を築いた集団がアイヌ民族の誇りであり，
徳川幕府や松前藩の非道な侵略や圧迫とたた
かいながらも民族としての自主性を固持して
きた。
明治維新によって近代的統一国家への第一
歩を踏み出した日本政府は，先住民であるア
イヌとの間になんの交渉もなくアイヌシモリ
全土を持ち主なき土地として一方的に領土に
組み入れ，また，帝政ロシアとの間に千島・
樺太交換条約を締結して樺太および北千島の
アイヌの安住の地を強制的に棄てさせたので
ある。
土地も森も海もうばわれ，鹿をとれば密猟，
鮭をとれば密漁，薪をとれば盗伐とされ，一
方，和人移民が洪水のように流れこみ，すさ
まじい乱開発が始まり，アイヌ民族はまさに
生存そのものを脅かされるにいたった。
アイヌは，給与地にしばられて居住の自由，
農業以外の職業を選択する自由をせばめられ，
教育においては民族固有の言語もうばわれ，
差別と偏見を基調にした「同化」政策によっ
て民族の尊厳はふみにじられた。
戦後の農地改革はいわゆる旧土人給与地に
もおよび，さらに農業近代化政策の波は零細
貧農のアイヌを四散させ，コタンはつぎつぎ
と崩壊していった。
（後略）
これ以上私が付け加えることは何もない。
アイヌが集住していたコタン（村落）も次々
に解体させられていったので，このような抑圧
と差別に対して組織的に抵抗する基盤を失った。
それでも1930年に十勝地方を中心に北海道アイ
ヌ協会が設立され,「旧土人保護法」の改正運
動に乗り出したが，さまざまな圧力が加えられ
て運動は続かなかった。
敗戦の翌年に日高地方に社団法人北海道アイ
ヌ協会が設立され，61年に北海道ウタリ協会と
改称して，アイヌ民族の伝統文化の保存と「旧
土人保護法」の廃止を目指した。
その運動がしだいに活性化して，日本の先住
民運動として注目されるようになったのは70年
代に入ってからである。それを加速させたのは，
前章で述べたように「先住民差別と人権」にか
かわる問題の全世界的な展開であった。そして
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ウタリ協会は，84年に「アイヌ民族に関する法
律案」を政府に提出した。
この案が出されてから13年経過した1997年に
なって，政府はようやく「アイヌ新法」を国会
に提出した。
しかしそれは,「アイヌ文化の振興並びにア
イヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関
する法律」という名前だけ長ったらしいが，内
実を伴わないものであった。
すなわち，先の法律案で述べられた「蝦夷」
以来のアイヌ民族に対する抑圧と差別に関する
政府の回答は，どこにも明記されていない。は
っきり言えば，歴史的総括は全くなされていな
いのである。
この論考は，｢先住民族と人権」のプロジェ
クトで，2001年３月２日に報告した内容の，前
半部分の一部を研究ノートとしてまとめたもの
である。
この研究会では，特に自然人類学に関する領
域において，尾本恵市教授からいろいろ御教示
をいただいた。８年も前になるが，インドネシ
アのセラム島の先住民族の調査にご一緒したこ
とも懐しい思い出である。この３月で定年を迎
えられるが，ますますの御健筆を祈る。
なお本プロジェクトでの報告は，さらに新知
見と資料を加えて，本年秋には『日本列島の先
住民・土蜘蛛』(文芸春秋）と題して出版の予
定である。
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